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１ 概要 

 

１ 趣旨 

次代を担う小・中学生に、議会制民主主義の理解と区政の関心を深めてもらうと

ともに、小・中学生から見た区に対する要望や意見などを聴取し、今後の区政運営

の参考とする。 

 

２ 会場 

 飾区議会本会議場及び委員会室 

 

３ 出席者 

(1)子ども議員・・・14 人（小学生 10 人・中学生４人）、欠席１人 

(2)区・・・・・・・区長、教育長、関係部長４人 

(3)区議会・・・・・議長、副議長、区議会議員９人 

 

４ 運営方法 

(1)本会議 議 長・・・子ども議員 

      副議長・・・子ども議員 

答弁者・・・区長、教育長 

(2)委員会 委員長（議事進行）・・・子ども議員 

      副委員長・・・子ども議員 

 答弁者・・・総務部長、交通・都市施設担当部長、 

教育次長、学校教育担当部長 
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２ 子ども議員名簿 

≪中学生≫

学校名 学年 氏名
議員
番号

題名 備考

1 上平井中学校 1 谷浦
たにうら

　凛子
りこ

2 公園利用の規制緩和について 一般質問

2 桜道中学校 1 高
こう

　更紗
さらさ

8 学校の給食について

3 双葉中学校 3 大久保
おおくぼ

　歩凛
あゆり

6 いじめや虐待について 一般質問

4 青戸中学校 2 千葉
ちば

　美文
みふみ

10 生物多様性のための公園管理について 議長

5
白鴎高校

附属中学校
1 横地

よこち

　浩聡
ひろとし

9 高齢社会における福祉について 一般質問

≪小学生≫

学校名 学年 氏名
議員
番号

題名 備考

1 本田小学校 5 大場
おおば

　海
かい

杜
と

5 子どもが気楽にボール遊びをするために 決議文

2 上千葉小学校 5 浅川
あさかわ

　なる美
み

4 介護職員の減少について 一般質問

3 奥戸小学校 5 馬場
ばば

　光里
ひかり

15 公園のごみ箱について

4 亀青小学校 6 鈴木
すずき

　十希成
ときなり

1 公共交通機関を環境にやさしく便利に 一般質問

5 亀青小学校 6 能戸
のと

　莉咲
りいさ

7 自然災害について 一般質問

6 末広小学校 5 丸山
まるやま

　まなみ 14 授業に集中するために

7 鎌倉小学校 6 井原
いはら

　光咲
みさき

13 葛飾区の文化や取組の発信について 副委員長

8 青戸小学校 6 遠藤
えんどう

　翼
つばさ

3 防災と細い道について 副議長

9 青戸小学校 5 オカ田村
たむら

　サミュエル 12 体力低下の改善について 委員長

10 南奥戸小学校 5 柳沼
やぎぬま

　詠
えい

太
た

11 葛飾区の電力不足をなくすために 一般質問
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３ 出席理事者名簿 

No 職　　　名 氏　　　名

1 区 長 青 木 克 德

2 教 育 長 小 花 高 子

3 総 務 部 長 坂 井 保 義

4 区 長 室 担 当 部 長 安 井 喜 一 郎

5 交通・都市施設担当部長 杉 本 一 富

6 教 育 次 長 中 島 俊 一

7 学 校 教 育 担 当 部 長 菅 谷 幸 弘
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４ 本会議（開会宣言及び一般質問） 
 

１ 区議会議長挨拶 

皆さん、こんにちは。 

  葛飾区議会議長の峯岸
みねぎし

良至
よしゆき

です。 

  本日は、葛飾区議会の議場へようこそお越しいただきました。心から歓迎をいた

します。 

  今日は、皆さんが葛飾区で暮らしている普段の生活の中で感じていること、そし

て、疑問に思っていることを質問されるということで、私たち議員も大変楽しみに

しています。 

  この子ども区議会は、本物の区議会と同じ形式で運営されます。未来ある皆さん

が、この議会に対してもっと興味を持っていただければと思います。今日のこの一

般質問、委員会での質問をきっかけに、将来、皆さんが政治を志していただき、い

つか興味があれば選挙に立候補して、本物のこの区議会にまた戻ってきていただけ

れば私たちも大変うれしく思います。 

  また、本日、傍聴席にいらっしゃいます保護者の皆さん、お忙しい中お越しいた

だきまして、誠にありがとうございます。この後、子どもたちが意見を交わし、そ

して自分の考えを形にするすばらしい姿を、どうぞ最後まで見守っていただきたい

と思います。 

  それでは、子ども議員の皆さん、いよいよ本会議が始まります。どうぞ皆さん、

それぞれ頑張ってください。私たちも応援しています。 

 
２ 議事 

◆子ども区議会議長の選出 

事前の話合いにより、青戸中学校の千葉美文さんを候補者として提案し、全員の

拍手で選出。 
 
（１）開会宣言 
◆子ども区議会議長（青戸中学校 千葉美文） 

 出席議員は定足数に達しています。ただいまから、

令和４年度子ども区議会を開会いたします。 
  これより本日の会議を開きます。 
  はじめに、区長から発言の申し出がございますので、これを許します。 
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（２）区長挨拶 

皆さん、こんにちは。葛飾区長の青木
あ お き

克德
かつのり

です。 

  子ども議員の皆さんは、今日で２学期が終了し、明日からの冬休みを楽しみにし

ていることと思います。今日は、今年最後の活動として、子ども区議会でたくさん

学び、たくさん楽しんでください。 

  これからの葛飾区を担う子どもたちの代表として、普段、皆さんが関心のあるこ

とや疑問に思っていることを、率直に話していただきたいと思います。私も一生懸

命考えてお答えしますので、元気に発言をしてください。 

  さて、葛飾区は、区が誕生してから今年で90周年を迎えました。区では、これま

で区民の皆さんと協働してまちづくりを進めてきました。これまでの歴史や文化を

大切にしつつ、今後も協働による取組を一層広めて、「安全・安心なまちづくり」、

「子どもを産み、育てやすい環境づくり」、「健康寿命の延伸」、「公共交通の充実」

など、葛飾区がより住みやすいまちとなるよう取組を進めていきたいと考えていま

す。 

  皆さんも、今日の子ども区議会を通して、区議会の役割や区役所の仕事に理解を

深め、地域のために何ができるのかを具体的に考えるきっかけにしていただきたい

と思います。 

  それでは、ここから、「夢と誇りあるふるさと葛飾」を実現するために、区が積

極的に取り組んでいることをお話しいたします。 

  初めに、新型コロナウイルス感染症への対応です。 

  区では、区民の皆さんの生命と生活を守ることを最優先に、これまでもワクチン

接種をはじめ、子育て世帯や住民税非課税世帯への臨時特別給付金の支給など、ス

ピード感を持って対応してきました。 

  現在は、オミクロン株対応ワクチンを使用して、前回接種から３か月を経過した

人を対象に、追加の接種を行っています。 

  また、この冬は、インフルエンザと新型コロナウイルス感染症との同時流行も予

測されています。新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワクチンの接種を

促進し、感染拡大の防止に努めています。皆さんも、ご自身と家族や友達を守るた

めにも、基本的な感染対策に引き続き協力をしてください。 

  次に、子育てと教育に関する取組です。 

  区では、子どもたちが放課後等を安全・安心に過ごせる環境整備として、小学校

内に「学童保育クラブ」の整備を進めてきました。今年度、新たに３校で運営を開

始し、これにより小学校49校のうち34校に整備が完了しました。今後も新たな学童
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保育クラブの開設に向けて整備を進めていきます。 

  また、子育て世帯の家事負担の軽減を図るため、１歳または２歳の子どもを育て

る全世帯の家事支援用品の購入を支援したり、来年４月から医療費助成を高校生等

まで拡大して実施するなど、より一層子育てしやすいまちを目指していきます。 

  教育分野では、今年度より、小学校５・６年生を対象に、体験型英語学習施設「Ｔ

ＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹ」において、英語によるコミュニケーシ

ョンを体験する「小学生英語体験プログラム」を実施しています。また、中学校１・

２年生を対象とした「イングリッシュキャンプ」を引き続き実施していくことで、

英語学習の意欲と英語によるコミュニケーション能力の向上を図っていきたいと

思います。 

  また、来年４月からの学校給食費無償化に向けた準備も着々と進めています。 

  次に、安全・安心なまちづくりに関する取組です。 

  近年、地球温暖化に伴う気候変動により、集中豪雨や大型台風による被害が増え

ています。 

  区では、そうした災害に備えて、災害時に区民の方から避難に関する問合せがあ

ったときの対応等を訓練し、さらにその訓練で得た課題を解決するため、国や東京

都とも連携して、協議を進めたりしています。また、今年７月には、川の増水を監

視するカメラを区内の７か所に設置しました。区民の皆さんに的確な避難情報をお

知らせできるようにしています。 

  あわせて、各家庭での防災力の向上にも力を入れてきました。区では水害ハザー

ドマップを作成し、区内全ての家庭に配付しています。このハザードマップには、

災害時に役立つ情報がたくさん書かれた冊子がついています。皆さんの協力もいた

だきながら、地域の防災力を高め、区民の皆さんの安全・安心を守っていきたいと

思います。 

  次に、産業や観光に関する取組です。 

  葛飾区には、世界に誇るすばらしい技術を持った町工場や伝統産業、商店街のお

いしいグルメなど、伝えたい魅力がたくさんあります。また、「こち亀」、「キャプ

テン翼」、「モンチッチ」、「リカちゃん」といった多くの人たちに愛され続けている

作品やキャラクターも数多くあります。 

  区では、こうした葛飾区の魅力を多くの方に伝えるために、今年５月に葛飾区出

身のユーチューバー「フィッシャーズ」を葛飾区の観光大使に任命しました。動画

を通じて葛飾区の魅力を発信するなど、一緒に葛飾区を盛り上げています。動画を

フィッシャーズのユーチューブチャンネルで配信することで、フィッシャーズのフ
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ォロワーである若い層の皆さんへの幅広いＰＲにもつながっています。 

  次に、スポーツに関する取組です。 

  今年７月に小菅東スポーツ公園がリニューアルオープンし、３人制のバスケット

ボール「３×３コート」を新しく設置しました。昨年の子ども区議会で「バスケッ

トボールのコートをつくってほしい」という意見があり、実際に実現した一つの事

業です。今後も多くの方がスポーツを楽しめる環境を整備していきたいと思います。 

  また、令和５年１月に、漫画「キャプテン翼」ゆかりの７つの地域からサッカー

チームを招待して「キャプテン翼ＣＵＰかつしか」を開催します。競技以外にも、

ステージイベントやスポーツ体験のブースを設置して、イベントを通して「サッカ

ーのまちかつしか」を全国に発信していきたいと思います。 

  次に、ＳＤＧｓに関する取組です。 

  ＳＤＧｓとは、私たちが、今もこれからも幸せに暮らしていくために、世界中の

人々と一緒に取り組んでいく17の目標のことです。今年度、区ではＳＤＧｓの取組

を推進するため新たな部署をつくり、そして、「持続可能なかつしか」を実現する

ための具体的な計画の策定を進めています。本区の持続可能な発展に向けて、今後

もＳＤＧｓに関係する区の取組を区民の皆さんに分かりやすくお伝えして、考え方

を共有しながら、さらに取組を進めていきたいと思っています。 

  そのほか、区では、高齢者の対策、環境問題への取組、交通の課題を解決するこ

と、道路を整備していくことなどいろいろな課題に取り組んでいます。 

  葛飾区をより良くしていくためには、多くの区民の皆さんから、ご意見やご要望

をお聞きして、取組を進めていかなければなりません。今日、皆さんからお聞きす

るご意見や要望も、これからの葛飾区の仕事を進める上で参考にしたいと考えてい

ます。 

  何年か先、皆さんは、葛飾区のまちづくりを背負っていく立場になります。その

ためにも、今日の「子ども区議会」で学んだことを忘れずに、「自分に何ができる

のか」、「葛飾区をより良くするためにはどうしたら良いのか」を一生懸命考えてほ

しいと思います。そして、自分たちのまちを自分たちでつくっていくという気持ち

を持ち続けてほしいと思います。 

  結びに、「子ども区議会」の開催に当たりましては、峯岸区議会議長をはじめ区

議会議員の方々、教育委員会、学校関係者、保護者の皆様と協働で準備を進めてき

ました。厚く御礼を申し上げます。そして、令和４年の子ども区議会の開会の挨拶

とさせていただきます。みんなで盛り上げて頑張りましょう。 
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（３）一般質問 
◆子ども区議会議長 

 これより、本日の日程に入ります。 
  日程第１、会期についてを議題といたします。 
  お諮りいたします。子ども区議会の会期については、本日１日とすることに異議

ありませんか。異議のない方の拍手を求めます。 
   

（一同拍手） 
 

  異議なしと認め、会期については本日１日と決定いたしました。 
  次に、日程第２、一般質問を行います。 
  質問は通告の順に許します。 
  １番、鈴木十希成議員。 
 
◆鈴木議員（亀青小学校 鈴木十希成） 

＜公共交通機関を環境にやさしく便利に＞ 

僕のおばあちゃんは75歳で、足などが悪く生活や移

動が大変です。また、地球温暖化も進んでしまうため、

二酸化炭素を大量に使うことはあまりよろしくあり

ません。 

  現在、葛飾区の主な公共交通機関は、電車とバスです。鉄道は、二酸化炭素は出

しませんが、線路の上しか走ることができません。対して、バスは目的地の近くま

で行くことはできますが、二酸化炭素を排出してしまいます。 

  今挙げたものは、京成やＪＲなどが運営しているため変えることはできませんが、

新たな活動はできると思っています。このまま、今ある公共交通機関に頼っていく

と、バスの燃料となるガソリンの原料の石油はあと55年で採ることができなくなっ

てしまい、持続可能とは言えません。これから高齢者が増えると、駅まで行くこと

ができなくなり、生活に困ってしまうかもしれません。 

  そこで提案いたします。私は、高齢者や環境に優しく便利にするため、水素を利

用したバスを新たに走らせることが良いと考えます。水素のバスなら、二酸化炭素

は出さずに目的地の近くまで運ぶことができます。具体的に、利用客の多いスポー

ツセンターや駅などを住宅地とつないだり、今あるほかのバスのところにも水素バ

スを走らせ、水素バスの利用を促し、環境に優しくするべきだと私は考えました。 
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  持続可能な社会を目指して、これからの高齢化社会を守るために、区ではどのよ

うにお考えですか。 

 

◆区長 
  鈴木議員の公共交通機関を環境にやさしく便利にのご質問にお答えします。 
  区は、東京都内の 62 区市町村で初めて 2050 年までに温室効果ガスの排出量を実

質ゼロにする「ゼロエミッションかつしか」の宣言をしました。その達成に向けて、

現在、様々な取組を進めているところです。区内の車等の移動に伴い生じる二酸化

炭素は、年々減少しています。直近の実績では、10 年前と比べて約 39％の削減が

進んでいます。 

移動に伴い生じる二酸化炭素を減らすには、徒歩や自転車、公共交通機関の活用

など交通手段を転換すること、そして、ガソリンから電気や水素にエネルギーを転

換することが必要です。区でも、自転車を利用しやすい環境づくりや、バスをはじ

めとする公共交通網の整備、電気自動車及び燃料電池自動車の購入費用の助成など

を積極的に進めています。 

質問にあったＨ２、つまり水素を利用したバスは、現在、都営バスの一部に採用

されており、二酸化炭素の削減にとても有効だと考えています。一方で、燃料の補

給に必要となる「水素ステーション」の設置には、一定規模の土地を確保しなけれ

ばならないなど、色々な課題があります。そして現在は、まだ水素ステーションが

少ないです。 

しかし、次世代のエネルギーと言われる水素の活用は、脱炭素社会の実現に向け

ては大変有効なことだと私も考えています。水素を燃料とするバスを区内に走らせ

ることを含め、これからも検討を進めていきたいと思っています。 

  また、住宅地と駅などを結び、高齢者をはじめとした地域の皆様の「生活の足」

となる公共交通の充実に向けても、引き続き積極的に進めていきます。 
 
◆子ども区議会議長 

２番、谷浦凛子議員。 
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◆谷浦議員（上平井中学校 谷浦凛子） 

＜公園利用の規制緩和について＞ 

私の家の近くに、ネットを張ってある公園があり

ます。ネットは、ボールが遠くや道路に飛び出ない

ようにするためのものだと思っていたのですが、そ

の公園には「野球バット使用禁止、サッカーボール、

キャッチボール不可」と大きな貼り紙に書いてありました。そのような公園が近頃

増えており、もっと公園が有効的に使用できないものかと思い、問題提起してみま

した。 
  公園で遊ぶ子どもは、幼児から小・中学生ぐらいの年齢が多いと思われます。私

は以前、少し音の鳴るボールを使っていた小さい子が、近くに住んでいた高齢の方

に「あの貼り紙があるの見えないの」と怒られているのを見たことがあります。小

さい子だからネットがあればボールは遠くまで行かないと思っていましたが、高齢

の方が怒ったのもその貼り紙があったからだと思います。 
  今はボールが使えない公園が増えています。ネットなどが張っていないところで

の使用禁止は特に多いですが、ボールが使用禁止されている公園に張ってあるネッ

トは何のために使うものなのか疑問に思いました。 
  そこで提案いたします。私は子どもたちが笑顔で公園で遊べるように、ボールの

使用制限を緩和したほうが良いと思います。 
  例えば、ボールが赤ちゃんや高齢の方にぶつかってしまうと危ないです。なので、

使用できる時間を決めて、その時間はたくさんボールで遊び、そうでない時間帯は

高齢の方や小さい子たちが遊ぶなどして分けたら良いと思います。 
  小さい子どもたちが遊ぶのにちょうど良い時間帯としては、小・中学生が勉強し

ている９時から２時ぐらいだと思います。小・中学生が遊ぶのは、学校から帰って

きたくらいの３時から６時がちょうど良いと思います。 
  時間帯で遊べる時間を一時的に決めておけば、ボールなどが小さい子に当たった

りすることはないと思います。 
  それと、ネットがあるのにボールが使えないというのは、子どもたちも遊べなく

なってしまうので、そのような使用制限を少しずつ撤廃していってほしいです。 
  そのようなことを葛飾区で取り組むことは可能でしょうか。ご検討してもらえる

と幸いです。 
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◆区長 

  谷浦議員の公園利用の規制緩和についてのご質問にお答えします。 

  区の公園にあるネットは、お話のとおり、公園でボール遊びをする際に、ボール

が誤って公園の外に飛び出さないようにするのが目的です。 

  しかしながら、区内の多くの公園にあるネットの高さでは、本格的な球技を行う

には十分ではないため、ボールが園の外に飛び出して近所の住宅の窓を壊してしま

うなど迷惑となることも起こっています。そのような公園では、「バットの使用禁

止」、「野球・サッカー禁止」の貼り紙などを設置しています。 

  区では、ネットがあるのにボール遊びができないことや、ボール遊び禁止の公園

が増えていくことは望ましいと思っていません。公園の利用のルールは、地域にお

住まいの皆さんがお互いに話合いをして、譲り合いながら決めることが大切だと思

います。そのため、以前は近隣からの求めに応じて、ボール遊びが全くできなかっ

た公園も利用ができる公園となるように、地域の住民の方々と話し合い、ボール遊

びができる公園を増やす取組を進めています。 

小さなお子さんや小・中学生、高齢者など利用する世代ごとに利用時間を決める

という方法は、ルールを決めていく上でとても有効だと思います。 

  今後、地域の方と利用のルールなどを話し合う際に、谷浦議員の案も提案させて

もらい、公園の利用状況や地域の方々の意見を踏まえながら、ボール利用の導入に

向けた検討を進めて、導入が決定した公園にはルールが分かるように、園内に看板

などでお知らせをしていきたいと思います。 

  しっかりと話合いをして、お互いに理解して進めることが大事だと考えています。 

 
◆子ども区議会議長 

４番、浅川なる美議員。 

 

◆浅川議員（上千葉小学校 浅川なる美） 

＜介護職員の減少について＞ 

  私は、介護職員の減少について質問します。 

  私がこの質問にした理由は、介護職員が足りなくな

っていることが新聞に書いてあり、これは大変なこと

だと思ったからです。現在は、４人に１人が65歳以上

の高齢者と言われているのに、介護職員が足りないのはとても困るので、何か対策

を取ったほうが良いと思いました。 
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  どうして介護職員が足りないのか、理由を調べると、３Ｋ「きつい」、「汚い」、「危

険」という印象を持たれることが多いからだと分かりました。詳しく調べると、2025

年に、介護職員が必要な数は約243万人、今のままだと約32万人も足りなくなって

しまいます。そして、2040年には約69万人も足りなくなってしまいます。 

  そこで提案いたします。私は、介護職員の３Ｋ「きつい」、「汚い」、「危険」を減

らすために、介護ロボットを普及させることが良いと思います。そうすれば、ロボ

ットが大変なことはやってくれるので楽になり、介護職員が増えることにつながる

と思います。このことについて、区はどのようにお考えですか。 

   
◆区長 

  浅川議員の介護職員の減少についての質問にお答えします。 
現在、区では、65歳以上の高齢者約11万3,600人のうち約２万4,000人が介護サー

ビスが必要だと認定されています。 

利用するサービスとしては、特別養護老人ホーム、デイサービス、訪問介護など

様々ありますが、これらの介護サービスの担い手である介護職員が働きやすい環境

を整えて、介護職員を確保していくことはとても大事なことだと思っています。 

そのため、区では介護職員の負担を減らすために、今お話がありました車椅子か

らベッドへの移乗を手助けする機械や、センサーで入所者の動きを見守る機械、介

護ロボットを購入した施設に費用を助成する制度などを平成29年から令和２年まで

実施してきました。 

そして、現在は東京都が介護ロボットの購入費用の助成を始めたため、区ではそ

の施設に対して、介護ロボットの購入や活用方法についての専門事業者が具体的な

アドバイスを行う支援を行っています。 

そのほかにも、介護職員が仕事を続けていくために必要な知識を深める研修の費

用の助成や介護の基礎を学ぶ生活介護員研修を区民向けに実施したり、介護職員の

確保や介護の知識を広める努力を続けています。 

これからも引き続き、東京都の事業とも連携し、介護ロボットの導入を図りなが

ら、介護職員の働きやすい環境を整えて介護職員の確保を進め、そして高齢者の皆

さんが安心して暮らせるようにしていきたいと考えています。 
 

◆子ども区議会議長 

６番、大久保歩凛議員。 
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◆大久保議員（双葉中学校 大久保歩凛） 

＜いじめや虐待について＞ 

  「お父さんからの暴力がつらい、助けて」。私の元

に１通のメッセージが届きました。これで20通以上、

ＳＮＳを通じて私の元にいじめや虐待で悩んでいる

子のメッセージが届いてきました。 

  区に、いじめや虐待のための施設ができると聞いたとき、私はとてもうれしかっ

たです。しかし、最近はネットが主流になっている時代、来てくれるのでしょうか。

そこだけが不安です。 

  東京都では、「ほっとＬＩＮＥ」という匿名で相談ができる無料の相談室があり

ます。通信の配慮の余地はありますが、とても最近の社会に合っています。 

  そこで提案いたします。施設をつくるとともに、東京都にあるようなネット上の

相談室をつくってみるのはどうでしょうか。 
 

◆区長 

大久保議員のいじめや虐待についてのご質問にお答えします。 
  令和３年度中に、全国の225か所の児童相談所が児童虐待相談として対応した件

数は、20万7,659件と過去最多です。 

  区は、こうした状況に対して、これまで以上に手厚い支援が行えるように、令和

５年10月１日の児童相談所の開設に向けて準備を進めています。 

近年はインターネットを活用した相談が進んでいますが、区でもインターネット

を活用した相談窓口の設置を積極的に進めており、葛飾区総合アプリや新型コロナ

ウイルスに関する相談等において、対話形式で自動応答を行うチャットボットを導

入しています。 

  また、子育て中の親からの子育てに関する悩みや子ども本人からの悩みに対して、

子ども総合センターでメールの相談を受け付けています。 

  さらに、児童虐待に関する相談については、東京都が実施している「子ゴコロ・

親ゴコロ相談＠東京」と呼ばれるＬＩＮＥの相談において、東京都の児童相談所か

ら区の子ども総合センターに情報提供依頼があった場合に、緊密に連携しながらＬ

ＩＮＥの相談への対応を行っています。 

  こうした相談において、匿名で相談を寄せられることもありますが、名前や住所

が分からない場合は、お話を聞くにとどまらざるを得ないということもあり、本当

に支援が必要な子どもに対するアプローチをどのようにしていくかがとても大事
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なことだと考えています。 

  これからも、施設をつくることだけではなくて、ＳＮＳなど子どもたちの生活実

態に沿った多様な相談方法を検討し、実施していきたいと思っています。そして、

こうした取組について、より多くの子どもさんや区民の皆さんに知っていただき、

活用していただけるように積極的な情報発信に努めていきたいと思います。 

 
◆子ども区議会議長 

７番、能戸莉咲議員。 
 

◆能戸議員（亀青小学校 能戸莉咲） 

＜自然災害について＞ 

私たちの住む葛飾区にはとても川が多く、水害に

ついて詳しく考えなければいけない区です。葛飾区

では、水害ハザードマップなどがあるのに対し、難

しい言葉などが多く分からない人がいる可能性も

あります。このような現状で、葛飾区はどのようにしていけばこの問題を解決でき

るか自分なりに考えてみました。 
  そこで提案します。私は、区民の意見や理解度を聞き、再度新しく水害に対する

水害ハザードマップを発行したら良いと思います。 
  まず、区民の皆さんにアンケートを取り合計を集計します。集計したら、分かり

にくいと答えた人に、どうして分からなかったかを聞いて、問題点をなるべく全て

解決できるよう方法を考えて、新たなハザードマップを発行したら良いと思いまし

た。これで区民の理解度も増えると思います。このことについて、区はどのように

お考えでしょうか。 

 
◆区長 

能戸議員の自然災害についての質問にお答えします。 
  水害から身を守るためには、水害の特性を理解し、水害からの避難や被害軽減に

対する意識を高めること、事前の準備をしっかりしておくこと、あわせて行政と区

民の皆さんが日頃からコミュニケーションをしっかり取ることがとても大事だと

思っています。 
  そこで、葛飾区では、毎年台風や集中豪雨の多い季節の前である５月頃からハザ

ードマップの説明会を区内の各地域で行っています。それは、荒川、中川、江戸川
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といった大きな河川が区内を流れ、河川ごとに浸水のリスクが異なり、自分の住む

地域では、どの河川が氾濫しそうなときに、どういう避難行動を取れば良いかを具

体的に確認してもらう必要があるからです。 
  さらに、町会等からお話があれば、説明会を行ったり、ユーチューブでハザード

マップの解説動画を公開したり、色々な機会を捉えて水害リスクへの備えについて

周知を図っているところです。 
  しかし、今もお話にありましたように、ハザードマップの内容は本当に多岐にわ

たっています。普段聞き慣れない言葉もとても多いです。そのため、説明会等では

皆さんからたくさんのご質問をいただいています。区では、ハザードマップが区民

の皆さんにとって分かりやすい内容となるように、ご意見を記録・集計し、見直し

を図っていきたいと思います。 
  区では、今後もより身近に自宅の浸水リスクについて考えてもらうことができる

ように、浸水リスクが異なる西部地域、東部地域、南部地域とそれぞれの地域ごと

のハザードマップを作るなど、これからも皆さんに分かりやすいハザードマップの

提供に努めていきたいと思います。 
  そして、ハザードマップの内容を理解してもらい、水害から自分や家族の安全を

確保するための行動につなげていただくよう取組を進めていきたいと思います。 
  知ってもらうということはとても大事なことなので、相手の知識、そして考え方

などもしっかり聞いて説明の仕方も考えていきたいと思います。 
 
◆子ども区議会議長 

  11番、柳沼詠太議員。 
 
◆柳沼議員（南奥戸小学校 柳沼詠太） 

＜葛飾区の電力不足をなくすために＞ 

今年の６月、電力不足が予想されて、電力の使用

をみんなで少しずつ控えるようにとテレビのニュ

ースで見ました。私たちの住む葛飾区でも、節電を

お願いするメールが届いたと母から聞きました。 
  現時点では、お願いだけで、私の住んでいるまちで実際に停電は起きていません。

だから、私は電気の使えないことは経験したことがありません。しかし、母から聞

いた話ですが、過去に大きな災害で停電になる可能性のある日が何日もあったそう

です。また、葛飾区にはいろいろな路線が走っていたり、工場もたくさんあると社
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会の授業で習いました。 
  このように、停電になると困る人がたくさんいます。今年の夏は、とても暑くて

エアコンがなくては生活できない日が何日もありました。熱中症で亡くなった人も

いるほどでした。工場では、製品が作られないと欲しいものが買えなくなったり、

食べたい物が食べられなくなってしまいます。近くのスーパーでは、節電のために

ライトの使用を少なくしていたり、クールビズといって洋服で暑さを調整している

人もいます。最近、工事現場で扇風機が洋服についている人を見かけました。一人

一人が少しずつ節電を実行していると思います。 
  そこで提案いたします。私は、人々だけではなく、自然エネルギーを活用して節

電することを提案いたします。荒川や中川の土手に風力発電をたくさんつくれば良

いと思います。これにより、少しでも電力不足が解消されるのと、景色も良くなる

と思います。このことについて、区はどのようにお考えですか。 

 
◆区長 
  柳沼議員の葛飾区の電力不足をなくすためにの質問にお答えします。 
  節電もとても大事だと思います。一方で、自然エネルギーを活用していくことも

とても大事です。自然エネルギーの活用は、電力不足の解消のほかにも、地球温暖

化の原因となる二酸化炭素を排出しないための手段として大変有効だと、日本だけ

ではなく世界中で取り組まれています。 

  日本の発電量のうち、自然エネルギーの割合は、2010年には9.5％と10％以下で

あったのに対して、2019年には18.1％と倍増しています。 

  自然エネルギーの発電方法としては、今お話にありましたとおり、風力発電のほ

か、水力発電や地熱発電、太陽光発電など様々な発電方法がありますが、それぞれ

メリットやデメリットもあります。 

  風力発電は、風が吹いているときには夜間でも発電ができるといったメリットが

ありますが、強い風が吹き続く場所に設置する必要があり、風がないところでは有

効ではありません。 

  そして、区では、一部の学校や公園、中川に架かる三和橋など、小規模の風力発

電設備を設置しています。荒川や中川の土手への風力発電の設置については、風の

量、周辺環境の影響などがあるため、今後も実現に向けて検討していく必要がある

と思っています。 

  一方で、区では学校など公共施設の屋根に太陽光の自然エネルギーを利用した発

電システムの設置を進めています。区民の皆さんには、住宅の屋根に太陽光発電シ
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ステムを設置する際に費用の一部を助成したり、蓄電池の助成もさせていただいて

います。自然エネルギーの普及には、これからも積極的に取り組んでいきたいと思

います。 

  引き続き、自然エネルギーを最大限に活用するために、太陽光発電の設置、普及、

自然エネルギーの活用を進めていきます。 

 
◆子ども区議会議長 

以上をもちまして、区政一般質問を終わります。 
 
欠席議員 質問及び回答 

 

◆横地議員（白鷗高校附属中学校 横地 浩聡） 

＜高齢社会における福祉について＞ 

  私の祖父と祖母は、70代であり、年金生活を送っています。今後、年をとること

によって介護も必要になってきます。ですが、高齢社会の今、若手の人材が不足し、

４人に１人が高齢者のため、老人ホームにも入れないという問題が起きてしまって

います。 

  この問題を少しでも解決できればと思い、２つの策を考えました。色々考えまし

たが、その中から選んだ２つを紹介します。まずは、施設から在宅介護への転換政

策です。そうすれば介護費の増加を招くことはありません。さらに、生活の継続性

など、在宅の人それぞれのニーズに応じることができます。もう１つは介護ロボッ

トです。人手不足を補えて、会話やゲームなど種類によって効果は様々です。急増

する高齢者に十分な福祉を提供するための人材、施設をすぐに増やすのは難しいの

で、テクノロジーなどを活用すれば問題改善に役立てると思いますが、区としては

どうお考えですか。 

 

◆回答 

横地議員の高齢社会における福祉についての質問にお答えします。 

  区が今年の７月から８月までに実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」

でも、現在のお住まいでの生活を続けることを希望する方が８割を超えています。 

このため、区では在宅生活を支えるサービスの充実を大きな目標に掲げ、高齢者

総合相談センターを中心に在宅介護に関する相談や支援を行っており、今後も、在

宅介護に関する取組をさらに促進していきたいと考えています。また、高齢者が病
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気になっても住み慣れた地域で生活を続けていくことができるよう、在宅医療の推

進にも取り組んでいます。 

また、介護保険制度では、ホームヘルパーがご自宅に伺い、掃除や洗濯、料理な

どの日常生活をサポートするサービス、施設に通って入浴や食事のほか、体の機能

を回復させるためのリハビリテーションを受けるサービスがあり、これらのサービ

スで高齢者の在宅生活を支えています。 

さらに介護ロボットについては、横地議員からご指摘のあった会話やゲームがで

き高齢者が楽しめるロボットのほかにも、センサーで高齢者を見守る介護ロボット、

移動の支援を行う介護ロボットなど様々なものが開発されています。ご提案のテク

ノロジーを活用した介護はまだ始まったばかりですが、介護の人手不足を補うため

の手段として、区としても積極的に介護ロボットの活用の推進を図ってまいります。 
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５ 子ども委員会 
 

出席者 

 

【小・中学生議員】 

青 戸 小学校  オカ田村 サミュエル 議員   青 戸 中学校  千 葉 美 文 議員 

鎌 倉 小学校  井 原 光 咲 議員   亀 青 小学校  鈴 木 十希成 議員 

青 戸 小学校  遠 藤  翼  議員   上平井 中学校  谷 浦 凛 子 議員 

桜 道 中学校   高  更 紗 議員   上千葉 小学校  浅 川 なる美 議員 

本 田 小学校  大 場 海 杜 議員   双 葉 中学校  大久保 歩 凛 議員 

末 広 小学校  丸 山 まなみ 議員   亀 青 小学校  能 戸 莉 咲 議員 

奥 戸 小学校  馬 場 光 里 議員   南奥戸 小学校  柳 沼 詠 太 議員 

 

（当日欠席） 

白鴎高校附属中学校  横 地 浩 聡 議員 

 

【理事者】 

区 長  青 木 克 德       交通・都市施設担当部長   杉 本 一 富 

教 育 長  小 花 高 子       教 育 次 長   中 島 俊 一 

総 務 部 長    坂 井 保 義        学校教育担当部長  菅 谷 幸 弘 

区長室担当部長  安 井 喜一郎             
 

議事 

◆委員長（青戸小学校 オカ田村サミュエル） 

出席委員は定足数に達していますので、ただいまから子ども委員会を開きます。 
なお、横地委員から、本日の委員会を欠席する旨の申出がありましたので報告い

たします。 
  区長からご挨拶をお願いします。 
 

◆区長 

本会議に続いて、委員会の審議もよろしくお願いします。 
ぜひ皆さん、日頃考えていることを元気よく発言してください。 
 

◆委員長 
  これより、委員会質問を行います。 
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◆遠藤委員（青戸小学校 遠藤翼）  

＜防災と細い道について＞ 

今、葛飾区には車１台通るのがやっとという細い道

がたくさんあります。 
  また、木造住宅が密集している葛飾区は、地震や火

災が起きると古い木造住宅の倒壊により細い道がさ

らに狭くなり、緊急車両が道を通れなくなってしまいます。到着が遅くなることで

さらなる二次被害が出る可能性もあります。 
  もう一つ、葛飾区の生活道路には大きな通り道の抜け道になっている道路があり

ます。あくまで一例ですが、水戸街道と環七の抜け道になっている青戸七丁目付近

の生活道路は歩行者や自転車も多く通り、通学路にもなっています。交通量が多く

事故が起きてもおかしくない状況ですが、ガードレールもなく、白線が消えかけて

いるところもあります。 
  そこで提案いたします。僕は、葛飾区の防災、交通安全のため、国や都、区民と

協力し、道幅の拡張、交通量の多い生活道路の歩車分離など速やか、かつ、確実な

対策が必要だと考えます。このことについて区はどのようにお考えですか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

遠藤委員の防災と細い道についてのうち、葛飾区の防災対策として国や都、区民

と協力し、道幅の拡張が必要との質問にお答えします。 
  区内には、狭い道路の多い地域や、老朽化した木造住宅が密集する木造住宅密集

地域が広範に分布し、首都直下型地震が発生した場合には、揺れや火災による大き

な被害が想定されています。このため、区では、建物を建て替える時などに災害時

の避難路の確保、消防や救助活動等の円滑化を図るため、皆さんと協力して、狭い

道路を４メートル以上の幅に拡幅するための整備工事を実施しています。 
  また、木造住宅密集地域の中でも、立石・四つ木・堀切地域では特に重点的・集

中的に改善を図る地区を指定し、都と区が連携して、道幅を６メートル以上にする

道路整備や古くなった建物の除去などを行っています。 
  今後も引き続き、燃えない、壊れない、安全なまちづくりを進めてまいります。 
  次に、交通量の多い生活道路の安全対策についてのご質問にお答えします。 
  遠藤委員のお話にありますように、道幅を広げ、歩道や防護柵を新たに設置して

歩車分離を行うことはとても良い方法であると考えています。 
  しかしながら、この方法は、沿道にお住まいの皆さんに土地を譲ってもらう必要
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があることから、すぐに実施することはなかなか困難な状況にあります。そのため、

車に減速を促すため、道路を狭く見せるようにドット線やしま模様の路面表示をし

たり、出会い頭の事故を防止するための交差点のカラー化や注意看板、道路反射鏡

の設置などを行っています。 

  また、小学校の周辺では、道路利用者に通学路であることを認識してもらうため

にグリーンベルトの設置を行っています。さらに、青戸地区のような幹線道路に囲

まれた地域では、警察と協力して車の最高速度を時速30キロメートルに制限する「ゾ

ーン30」という指定をしてもらい、場所により車止めを設置して車道幅を狭くした

り、車を蛇行させるなどして速度抑制や住宅地に入ってくる車を少なくするような

対策をしています。 

  今後とも警察などと協力しながら、より安全な道路づくりを進めてまいります。 

 

◆高委員（桜道中学校 高更紗） 

＜学校の給食について＞ 

私は学校の給食があまり好きではありません。な

ぜなら、私の嫌いな食べ物が出てくるからです。嫌

いな食べ物は、きのこやえび、なす、たけのこなど

です。私は嫌いな食べ物が出てきたら必ず残してい

ます。私のクラスにもそういった人がいます。でも、おかわりをする人も毎日たく

さんいるので、給食はほとんど余っていません。 

  給食の残量について葛飾区の現状をインターネットで調べたところ、令和３年度

の葛飾区の中学校全ての１人当たりの平均が39.7グラムでした。そして私の学校で

は48.3グラムも残されていることが分かりました。 

  そこで私は給食が残らないようにするためにはどうしたら良いか考えました。嫌

いな人が多い食材は、ほかの同じ栄養のあるものに変えることはできないのでしょ

うか。給食委員会が中心になって好きなもの・嫌いなものを調査することも良いと

思います。そして私も好き嫌いを無くしていこうと思います。 

 
◆教育次長 

高委員の学校の給食についてのご質問にお答えします。 
  学校給食は、学校給食法で栄養管理や衛生管理について定められており、多様な

食品を適切に組み合わせて、皆さんが各栄養素をバランス良く摂取しつつ、様々な

食に触れることができるように配慮すること、食に関する指導や食事内容の充実を
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図ることなどが示されています。そのため、各学校の栄養士や調理員は栄養の摂取

だけでなく、給食を通して、皆さんに旬の食材や日本の伝統的な食文化、世界の食

文化を知っていただくとともに、苦手な食材でもより食べやすくなるように、食材

の切り方や味つけを変えるなど工夫を凝らして日々給食の献立を作成し、調理を行

っています。 
  給食の残量は好き嫌いや給食指導などによって大きく変わりますが、食品ロスに

向けた対応として残量を抑えることは大切であり、残量が多い学校では、皆さんの

好きな食材、嫌いな食材について調査を行い、現状を把握するといった取組を進め

ています。 
  多くの人が嫌いな食材は同じ栄養のあるものに変えることができないかとのご

意見がありましたが、全く同じ栄養バランスの食材はありません。嫌いだと思って

いても食べてみたら味や食感がいつもと違っておいしいと感じることもあるかもし

れません。教育委員会といたしましては、学校と連携し、栄養バランスの良い給食

を皆さんに美味しく食べてもらえるよう引き続き創意工夫を重ねてまいりますので、

皆さんもぜひ苦手な食材にもチャレンジをしてみてください。 

 
◆大場委員（本田小学校 大場海杜） 

＜子どもが気楽にボール遊びをするために＞ 

僕たちの住む葛飾区には球技をすることが可能

な公園が７つしかありません。このような現状のた

め、子どもたちは球技がしたくてもできず、球技が

禁止されている公園で球技をしてしまい、近隣の方

やほかの利用客の迷惑となってしまっているという問題が生じています。 

  公園での球技を禁止している根拠は、葛飾区立公園条例の第３条第10項だと僕は

思っています。これは、「その他公園の管理に支障がある行為で区長が指示すること」

という条例です。つまり、球技禁止は区長が判断したことだということです。葛飾

区のホームページには迷惑行為がずっと行われていたからと書いてありますが、こ

れは一体何年前の話でしょうか。少なくとも僕が入学した時にはもうある公園では

禁止されていました。今の僕たちもルールを守れないと決めつけられているような

気がします。 

  お隣の足立区ではパークイノベーションという取組をして公園の再整備をして

いるそうですが、その中で近隣の住民と話合いをして、その公園独自の球技のルー

ルを取り決めたと書いてありました。公園の再整備は時間がかかりますが、地域ご
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とに優先的にルール整理する公園を決め、お互いに納得してやっていけるようにな

れば、地域のほかの公園にも同じルールを適用していけば良いと思います。 

  キャッチボールやサッカーができる公園を僕たちとつくることは可能でしょう

か。 

 

◆交通・都市施設担当部長 

大場委員の子どもが気楽にボール遊びをするためにというご質問にお答えします。 
  区の公園ではボールを使った球技ができるような大きな広場がある公園は新小

岩公園や高砂北公園など区内に７か所あります。区としてもボール遊びができる公

園を増やすことは子どもたちが外で遊ぶきっかけになったり、体力の増進につなが

るなど、その必要性を認識しています。 
  一方で、ボール遊びを禁止している公園は、遊んでいるボールがほかの利用者に

当たったり、ネットを飛び越えて近隣の家の窓が壊されるなど迷惑となることが続

いて起こったために禁止しているものです。 
  区でもこのような公園を再びボール遊びができる公園とするために利用ルール

などを地域の方と話し合いながら決めていき、ボール遊びができるようにする取組

を進めています。 
  また、新しく公園を整備する際や、古くなった公園を再整備する際には、ボール

遊びができるスペースについて地域の方々からご意見をいただきながら検討をする

こととしています。 
  区では、身近にボール遊びができる公園が増えるよう、これからも地域の方々と

一緒に公園をつくってまいります。 

 
◆井原副委員長（鎌倉小学校 井原光咲） 

＜葛飾区の文化や取組の発信について＞ 

葛飾区は非核平和都市宣言のまちです。これは葛飾

郷土かるたにもうたわれています。また、ロシアによ

るウクライナ侵攻の中止を求める決議が全会一致で

可決されています。さらに第２回ＳＤＧｓ先進度調査

で全国総合３位です。これには人権尊重も含まれます。このように、葛飾区には平

和を守り、持続させていく文化や取組があります。これは世界に誇れる努力です。 
  しかし、世界の人たちは、こうした葛飾区の努力を知りません。世界の平和が不

安定になっている今、国連の国際目標ＳＤＧｓの一つ、持続可能な世界平和の実現
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に貢献するために、葛飾区が育んできた文化や取組を世界の人たちに知ってもらい、

協働していくことが必要だと思います。そこで私は、インターネットなどを活用し

て、葛飾区の文化や取組を今以上に世界に向けて発信していくと良いと思いますが、

区ではどのようにお考えですか。 
 
◆総務部長 

井原副委員長の葛飾区の文化や取組の発信についてのご質問にお答えします。 

  区は非核平和都市宣言区として、非核平和祈念のつどいやヒロシマ・ナガサキ原

爆写真ポスター展など非核平和を推進するために様々な活動をしています。 

  井原副委員長のご提案にありましたとおり、区が行っているこれらの活動を世界

に向けて発信していくことは大変重要だと考えています。そこで、区のホームペー

ジ上で平和に関する取組を公開しています。 

  区のホームページは100か国語以上に対応した翻訳ができますので、日本人のみ

ならず、海外の方にも区の活動をご覧いただけるようにしています。これからも、

区は非核平和の実現に向け、取組を検討しながら、多くの方々に知っていただける

ように発信をしていきたいと考えています。 

 
◆丸山委員（末広小学校 丸山まなみ） 

＜授業に集中するために＞ 

私の学年では、授業で使うものを忘れたり、話を聞

いていなく、名前を呼ばれた時に何を答えて良いか分

からなくなったり、授業に関係のない話を授業中にし

てしまう子がいます。そのようなことが起きることで、

先生に怒られたり、ほかの話をしている人がうるさくて先生の声が聞こえなくなり、

迷惑だと思っている人もいると思います。それに、先生が生徒のことを怒っている

ときは時間ロスをしているし、話が途切れてしまい分からない部分が増えてしまい

ます。 
  そこで、私はこのようなことがもう起こらないように、迷惑なことをしている人

の親に相談をしたほうが良いと考えました。区ではこのような人たちの対応につい

てどのようにお考えですか。 
 
◆学校教育担当部長 

丸山委員の授業に集中するためにのご質問にお答えします。 
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  教育委員会といたしましても児童・生徒が授業に集中して取り組むことはとても

大切なことだと考えています。そのために、区立学校では皆さんが学校での生活や

学習において、これだけは身につけてほしいことや、努力してほしい生活・学習の

規律、決まりを「かつしかっ子学習スタイル」として定め取り組んでもらっていま

す。 
  具体的には、「授業の前に学習用具の準備をする」、「チャイムまでに着席して授

業を始められるようにする」などの内容で、この取組によって授業を集中して受け

ることができるようになった児童・生徒が増えています。 
  しかし一方で、児童・生徒は多様のため、得意なことや苦手なことも様々で、授

業に集中することが難しい場合もあります。学習上または生活上の困り感が大きい

場合には、特別支援教室で個別の支援を行うこともあります。これからも児童・生

徒が授業に集中できるよう、児童・生徒に応じた必要な指導や支援を進めてまいり

ます。 
 
◆馬場委員（奥戸小学校 馬場光里） 

＜公園のごみ箱について＞ 

私たちの住む葛飾区では、公園内にごみがポイ捨

てされている課題があります。ごみがポイ捨てされ

る理由として考えられるのは、ごみを家まで持ち帰

るのが面倒くさいからだと思います。ごみを持ち帰

るのが面倒くさいという気持ちをなくすには、ごみを拾ったり、ごみ箱に捨てたり

するのが楽しいという気持ちを持てると良いと思います。 
  そこで提案します。ごみを決められた場所に捨てるとお得なものがもらえるとい

うシステムをつくってはどうでしょうか。 
  私はあるお店でペットボトルを機械に入れるとポイントがもらえるというシス

テムを見たことがあります。これと同じような機械を公園内に設置するのはどうで

しょうか。生ごみなどの家庭ごみを捨てられないよう、どのごみを捨てて良いかを

指定して、「ごみを何個集めたら何ポイントもらえる」というようにしたら良いと思

います。そうすれば、ゲーム感覚で楽しみながらごみを減らせると考えます。この

ことについて区はどのようにお考えですか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

馬場委員の公園のごみ箱についてのご質問にお答えします。 
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葛飾区では、家庭で発生したごみなど、公園利用と関係のないごみが捨てられて

しまうという問題が発生したことから、多くの公園にごみ箱を設置していません。

また、利用者の皆様には、ごみの持ち帰りにご協力いただくよう看板等でお知らせ

しています。 
しかし残念ながら、一部の利用者にはごみを持ち帰ることを面倒に思い、園内に

捨てていってしまうという現状もあります。区としても、この点については管理上

の課題として認識しています。ごみのポイ捨てを防止するために、周知看板の設置

以外にも、職員による週２回程度のパトロールを実施するなどの対応をしています。 
その中で馬場委員のご提案にあります、園内で楽しく正しくごみを捨てることが

できるように、お得な特典が与えられるシステムを備えた機械を公園に設置しては

どうかというご意見につきましては、家庭ごみの持込みなどの対策が必要ですが、

このようなシステムが導入されれば公園のポイ捨ては減っていくと思いますので、

今後の参考とさせていただきます。 
これからも園内にごみがポイ捨てされない公園の管理に努め、みんなが気持ちよ

く利用できる公園となるように取り組んでまいります。 
 

◆千葉委員（青戸中学校 千葉美文） 

＜生物多様性のための公園管理について＞ 

私の近所にある青戸平和公園は、たくさんの生物が

生息しています。しかし、近年大型化する台風や、老

化のために撤去される木がたくさんあるのにもかか

わらず、新しい木を植えようとせず、公園の木は減っ

ていくばかりです。さらに、生物にとって重要な資源である落ち葉が回収され、昆

虫などの生物多様性の基本となる生物の生育を邪魔しています。また、「カンタンの

里」の面積が狭過ぎることで、バッタなどの草食動物の生息域を狭めています。こ

れによって生物多様性かつしか戦略の達成ができなくなってしまうと考えます。 
  そこで私は提案いたします。私は生物多様性かつしか戦略を達成させるため、区

立公園で鳥や昆虫の喜ぶ在来の木をたくさん植え、落ち葉の回収をやめ、カンタン

の里の面積を拡大し、そのほか、できる限り生物のための公園管理を進めていくこ

とが良いと思います。 
  このことについて、区ではどのようにお考えですか。 
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◆交通・都市施設担当部長 
千葉委員の生物多様性のための公園管理についてのご質問にお答えします。 

  まず、公園の木の管理については、千葉委員のお話のとおり、台風などにより木

が折れてしまうことや、木が大きく育ったことで、木と木の間隔が狭くなり、木の

生育が悪くなるなどの理由で撤去しています。生物多様性にとって公園の植栽環境

は重要ですので、今後は公園の状況や木と木の間隔を考慮し、新たに木を植えるこ

とができないか検討してまいります。 
  また、落ち葉につきましては、そのままにしてしまうと風によって公園の外まで

飛散し、近隣の方や道路を通行する方の迷惑となる場合があるなど、別の問題が発

生します。このようなことから、公園内の落ち葉は園内清掃で回収しています。 
  区といたしましては、お配りした「生物多様性かつしか戦略」において５つの基

本戦略を掲げ、安心・快適な公園利用を維持しつつ、生物多様性に配慮した公園管

理に努めていますので、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。 
 
◆オカ田村委員長（青戸小学校 オカ田村サミュエル） 

それでは、私から質問をします。 
＜体力低下の改善について＞ 

  僕は運動が大好きです。学校で受けた体力テストの

結果を見ていたらとてもショックな情報を目にして

しまいました。それは、葛飾区の体力テストの平均値

が東京都の平均値を下回っている学年があったことです。 
  なぜなのかを考えてみたら、思い当たることがあります。それは放課後、公園等

で体を動かして遊んでいる子が少ないからだと思いました。公園に行ってもゲーム

やスマホをいじっている子がとても多いです。それにより肥満の子も多いです。 
  ここで提案があります。楽しく運動ができる仕組みが必要だと考えます。具体的

には、学校の子ども全員に万歩計を配付し、学校で配付しているタブレットと連携

し、運動が楽しくなるようなアプリを葛飾区でつくることが良いと思います。区は

どうお考えですか。 
 
◆学校教育担当部長 

オカ田村委員長の体力低下の改善についてのご質問にお答えします。 

  教育委員会としましても、子どもの体力や運動能力を向上させるには、委員長の

ご意見にありますように、楽しみながら体を動かす機会を増やすことがとても大切
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なことだと考えています。各学校では、体を動かす活動を「一校一取組」運動とし

て行っており、これは学校ごとに一つ以上の取り組む運動を考えましょうというも

ので、委員長の通う青戸小学校でも休み時間に紅白の球投げや縄跳びなど、工夫し

た取組活動が実施されていることと思います。 

  また今年度は、区内の小学校20校で、皆さんが体を動かすことを楽しむ活動とし

て、小学校１年生を対象に学校の先生とスポーツクラブのインストラクターが協力

して、体育の授業で様々な動きを組み合わせて、楽しく運動するプログラムを考え

て実施しています。実施した学校からは楽しかった、またやりたいとの感想が多く

寄せられています。 

  運動が楽しくなるアプリの導入につきましても、体を動かしてみたくなるアイデ

アだと思います。現在、タブレット端末を一人一人持つようになったことから、体

力向上の取組にどのように活用できるか、私たちも研究していきたいと考えていま

す。 

  今後も、葛飾の子どもたちが自分の目標に向かって日頃から楽しく運動し、必要

な体力を身につけ、大人になっても健康に過ごせるよう取組を検討してまいります。 

 
◆委員長 

少し時間がありますので、ほかに質問がある人は手を挙げてください。 
  千葉美文委員。 
 
◆千葉委員（青戸中学校 千葉美文） 

さきほど、落ち葉を回収しないと園外に飛び散ってしまい、近所の迷惑になると

いうお話がありましたが、落ち葉は回収した後どうなるのですか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

一部は堆肥にすることもあるのですが、今はほとんどが焼却処分となっています。 
 
◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  大場海杜委員。 
 
◆大場委員（本田小学校 大場海杜） 

公園は、ポールが危ない、寒いなどの理由で行きたくないと言っている人がたく
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さんいます。寒いから行きたくないと言っている人に理由を聞いたら、影が寒いと

言っていました。最近、立石駅の周りにすごく高いビルを建てるという話を聞きま

したが、そうすると渋江公園などにも影ができてしまうのではないかと言っている

人もいます。公園にストーブをつけてほしいとまでは言いませんが、寒さや暑さへ

の対策なども、さきほどのルール作りと一緒に考えてもらえませんか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

東京都の条例でも火を使うのは禁止されているため、公園に暖を取るところを作

るというのはなかなか難しいのかなと思いますが、暖が取れる方法を少し研究させ

ていただきたいと思います。 
  また、渋江公園に影ができるというお話ですが、都市計画法や建築基準法という

法律により日影規制というものがあります。建物は必ずその都市計画のルールまた

は建築基準法のルールに基づいてつくっていますので、全く日が当たらないという

ことはありません。 
 
◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  千葉美文委員。 
 
◆千葉委員（青戸中学校 千葉美文） 

さきほど、落ち葉を一部堆肥にしているというお話がありましたが、堆肥になっ

た落ち葉を公園に全部まくということはできるのでしょうか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

結局は人件費、税金をかけるということになるため、どこまで効果があるかとい

うことと比較しながらこれからも考えていきたいと思います。 
今は場所がなくなってしまい休止していますが、木を切って、枝や葉っぱと一緒

にチップにして堆肥にするということをまたやり始めます。 
  ただ、堆肥にするかどうかは別として、そのチップを公園の植え込みにまいたり

していたのですが、全部まいても余ってしまうため、例えば区民農園に使うなど、

活用方法をこれから考えてまいります。また、現在、奥戸にチップ工場をつくると

いうことを進めていますので、もう少しお待ちください。 
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◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  遠藤翼委員。 
 
◆遠藤委員（青戸小学校 遠藤翼） 

さきほど、立石に区役所を建て替えるという計画のお話がありましたが、建て替

えの際につくられる新しい道路は、さきほどお話があったように６メートル以上の

広さが確保されるのですか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

今後、立石駅の北側に高いビルが建ち、そこに区役所も移転することになります。

これは、再開発事業という手法により行うもので、横に使っている建物を縦に使う

ことで土地を少し出してもらいます。そして、その土地に大きな駅前広場や道路を

つくります。16メートルから18メートルの道路ができますので、全然規格が違いま

す。そういった幹線道路ができますので、再開発事業というのは有効な手法だと思

って進めています。色々な手法を使って道路を広くしていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

◆区長 

さきほど、遠藤委員に防災と細い道のお話をしていただきました。葛飾区内では、

駅の周りは再開発などによって土地を生み出して道路を広げています。四つ木や東

四つ木、そして堀切のような狭い道が多いところでは、４メートル以下の道路を６

メートルに広げたり、公園をつくったり、そして建物を建て替えたり、密集市街地

整備事業をこの20年くらい一歩一歩進めてきました。 

  その結果、先日東京都内における地震の被害状況について報告がありましたが、

燃える建物、倒れる建物が大幅に減るという結果が出ました。ただ、もちろん災害

の規模が最近は大きくなっているということがありますので、これからも道路を広

げたり、燃えないまちをつくったり、倒れない建物をつくったりすることを進めて

いきたいと思っています。ぜひ応援してください。 

 
◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  大場海杜委員。 
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◆大場委員（本田小学校 大場海杜） 
葛飾区はお店などがいっぱいあることが魅力だと区長もさきほどお話ししていま

した。大きなビルを建てるときに大きな道をつくるとなると、そういったお店たち

を動かすことになると思うのですが、そうすると葛飾区の魅力が失われてしまうの

かなと思います。 
  もう一つ、公園のルールについて、学区内の公園で遊ぶように学校で言われてい

るのですが、その公園がボール遊びなどを禁止していると、自由に遊ぶことができ

ません。それでも外で遊ぶように学校から言われてしまうので、大体何月頃にルー

ルが作られ、自由に遊べるようになるのか、見込みを教えていただきたいです。 
 
◆交通・都市施設担当部長 
  ２つ質問をいただきました。１つは、葛飾の魅力がビルによってなくなってしま

うのではないかということですが、ビルをつくるにあたっては、そこに暮らしてい

る方々、そしてそこに色々な権利を持っている方々と一緒になって進めています。 
  また、区には、こういうまちをつくろうというマスタープランのようなものもあ

ります。そのプランに基づいて進めていますので、新しい葛飾の魅力をつくってい

きたいと考えています。 
  今と全く同じものはできませんが、将来に向けてどういうものが良いのか、皆さ

んと話し合いながら進めていますので、ぜひ皆さんも、大きくなったら話合いに参

加して、自分たちのまちを皆さんでつくっていっていただきたいと思います。 
  もう一つ、公園のルールはいつできるのかというお話ですが、現在、どの公園が

進んでいるのか私の方で把握できていないので、公園課にお問い合わせいただけれ

ばお答えできると思います。 
皆さんのように、公園を使いたいという人たちの意見を集約して、どんどん公園

課に言っていただければ、ボール遊びができそうな大きさの公園であれば、周りの

町会や近隣住民の方々にお話をして、できることから進めていきます。現在、ボー

ル遊びをさせたいと考えている公園もありますので、皆さんからもどんどん声を上

げていただきたいです。公園のことであれば公園課ですが、公園以外の場所も、そ

れぞれの場所を管理している部署でご意見をお聞きします。お母さんやお父さんに

もそういうところにどんどんご意見を言っていただくよう伝えてください。よろし

くお願いします。 
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◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  鈴木十希成委員。 
 
◆鈴木委員（亀青小学校 鈴木十希成） 

この前、金町駅から新小岩の付近まで続いている貨物専用線路に普通の電車が走

るという計画があることを聞きました。僕はその意見に賛成です。もしできるとす

るなら、どれぐらいになりますか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

新金線というＪＲの貨物専用の線路があり、現在、貨物線が一日に10本程度走っ

ています。その貨物はなくならないのですが、お客さんが乗る電車を一緒に走らせ

たいということで、現在、旅客化の検討を進めています。 

  検討会を今年はじめから開いており、検討会には、例えば、ＪＲ東日本やＪＲ貨

物、京成電鉄、さらにお隣の江戸川区にも７キロのうち１キロ通るので入ってもら

い、国土交通省の鉄道と道路担当、そして東京都に入ってもらっています。 

区長が前からおっしゃっているように、2030年に開通をさせたいということで頑

張っていますので、応援よろしくお願いします。 
 
◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  遠藤翼委員。 
 
◆遠藤委員（青戸小学校 遠藤翼） 

さきほど、立石の再開発の事業について、区民と協力して、もう新しいビルをつ

くっていくとのお話がありましたが、協力をお願いする区民全員の了承が得られて

いて、計画が固まっていればすぐに着手できる状態にはあるのですか。 
 

◆交通・都市施設担当部長 
色々な認可をもらうのに大体３分の２くらいの賛成は必要だと言われています。

100％にはならないのですが、すでに９割近くの方に賛成をいただいており、現在、

実際の工事に入る直前という段階ですので、このまま進んでいくと思います。 
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◆委員長 

ほかに質問がある人はいますか。 
  馬場光里委員。 
 
◆馬場委員（奥戸小学校 馬場光里） 

さきほど提案した、お得なものをもらえるシステムについて、家庭ごみを捨てて

しまうというのを防ぐための対策というのは具体的にどういうものですか。 
 
◆交通・都市施設担当部長 

現状は、公園にごみ箱があると、家庭ごみを決められた曜日に出し忘れた方など

がごみ箱に捨てていってしまいます。中には、粗大ごみを公園に置かれてしまうこ

ともあります。家庭ごみを持ち込ませないということが大事なのですが、公園は開

かれた場所のため何でも持ち込むことができてしまいます。 
  お話にあった、ポイントが稼げる機械などを置いてみるというのも一つの手かも

しれません。これからいろいろな方法を考えてみますが、ちゃんとルールを守って

くれるかどうかというのを非常に心配しているところです。住民の皆さん同士で注

意し合える雰囲気ができれば良いのですが、今の段階では本当に色々なものが置か

れてしまっている状況なので、少しずつ勉強しながら検討してみます。よろしくお

願いします。 
 
◆委員長 

少し時間がなくなってきたので、区の出席者に本日の感想をお聞きします。 
教育長、お願いします。 

 
◆教育長 

今日、子ども議員の皆さんには、ニュースや学校での学習、またそれぞれの暮ら

しの中で感じたことを基に、もっと良い地域、もっと良い区にするためにどうした

ら良いのかと、本当によく考えて意見を言っていただきました。ありがとうござい

ました。 
  今の議論で分かったと思いますが、一つのことでもいろいろな意見があります。

こちらから見て良いことであっても、多くの皆さんのご協力をいただけないと実現

できないこともあります。今日は本格的に本会議と委員会の体験をしていただきま

した。今日の体験を大切にして、皆さんには、ぜひ様々な意見を出し合いながら議
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論をして、多角的にいろいろな面から検討して、皆さんの意見の中でより良い解決

策をつくっていくということを、これからも学校や家庭、また大きくなって社会人

となったときに地域の中でも続けていただきたいと強く感じました。 
  そして、もちろん行政がやることもたくさんありますが、地域をよくしていくた

めには、地域で暮らしている区民の皆さん、子どもたちも含めて、できることをみ

んなで協力し合い、ルールを守るということを積み重ねることで、本当に良い地域

になっていくと思っていますので、ぜひ皆さんには意見も言っていただく、協力も

していただくということで、これからも区のことを考えながら取り組んでいただけ

ることを希望します。 
  今日は本当に良い意見をありがとうございます。 
 
◆委員長 
  これをもちまして、子ども委員会を終了いたします。 
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６ 本会議（決議及び閉会式） 
 
議事 

（１）決議 

◆子ども区議会議長 

子ども区議会を再開いたします。 
  日程第３、「『子どもから大人まで楽しく安全に暮らせるまち 葛飾』にするため

の決議」を上程いたします。 
  提出者代表の説明を求めます。 
  ５番、大場海杜議員。 
 
起草委員 

◆大場議員（本田小学校 大場海杜） 

  ただいま上程中の子ども区議会議員提出議案

「『子どもから大人まで楽しく安全に暮らせるまち 

葛飾』にするための決議」につきまして、提出者を

代表し、提案理由を申し上げます。 

  この決議は、決議文作成委員が、子ども区議会議

員15名全員の意見・意思を踏まえて検討し、作成したもので、私たち全員の共通す

る思いです。私たちは、全ての葛飾区民が以下の事柄について考え行動することで、

葛飾区を幅広い世代が楽しく安全に暮らせるまちにしたいと思っています。そこで、

次の３点に特に取り組む必要があると考えます。 

  第１に、「幅広い世代が楽しめるまちづくり」です。 

  水素を使った公共交通機関をつくること、公園利用の規制緩和などの対策をする

ことで、子どもから高齢者までが楽しめ、笑顔になれると考えます。 

  第２に、「安全で安心なまちづくり」です。 

  葛飾区は、歴史ある下町です。しかし、それによって生じる水害や大規模火災、

地震などの危険なこともたくさんあります。それを解決するためには、水害ハザー

ドマップの整理や区としての電力整備、道幅の拡張や生活道路の歩車分離が重要と

考えます。 

  第３に、「葛飾区の文化を守る」です。 

  葛飾区には、映画や漫画の舞台や工芸品などの伝統ある文化はもちろん、平和を

守り持続していく文化があります。このような、葛飾区の魅力の一つである文化で
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すが、その文化を未来へ受け継ぐ人が減少しています。そのため、葛飾区の文化を

積極的に発信することが重要と考えます。葛飾区の文化を広く伝えることで、たく

さんの人が葛飾区を訪れ、葛飾区の魅力の一つである文化が受け継がれるきっかけ

になると考えます。 

  以上のことを踏まえ、ここに決議を提案いたします。 

  それでは、決議文を朗読します。 

  「『子どもから大人まで楽しく安全に暮らせるまち 葛飾』にするための決議」 

  葛飾区子ども区議会は、その総意により、葛飾区を幅広い世代が安全かつ楽しく

暮らせるまちにするため、全ての葛飾区民が考え、行動することをとても強く求め

ます。 

 

◆子ども区議会議長 

  本件については、子ども区議会議員全員で提出するものであり、委員会付託を省

略し、直ちに採決を行いますが、異議ありませんか。異議のない方の拍手を求めま

す。 
 

（一同拍手） 
   

異議なしと認め、本件については委員会付託を省略し、直ちに採決することに決

定いたしました。 
  お諮りいたします。 
  本件について、原案のとおり決することに異議ありませんか。異議のない方の拍

手を求めます。 
 
（一同拍手） 

 
  異議なしと認め、本件は原案のとおり決定いたしました。 
   
（２）閉会式 

◆子ども区議会議長 

以上をもちまして、本日の議事日程を全部終了いたしました。 
  区長からの発言の申し出がありますので、これを許します。 
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◆区長 

子ども議員の皆さん、本日はお疲れさまでした。 

  区議会という慣れない場所での活動でしたが、自分で考え、そして、自分でまと

めた意見や要望を堂々と述べている皆さんの姿は、とても立派だったと思います。

また、この本会議だけではなく、委員会の場では予定していた以外のことについて

も意見やご質問をたくさんしていただきました。とても堂々としていてよかったと

思います。実際の委員会の場でも、長時間にわたっていろんな意見、反対の意見、

賛成の意見、いろいろな議論がされて最終的には採決をして決まるということにな

ります。そうした議論をすることは、とても大事ですので、ぜひこれからもそうし

たことをしっかり続けていただきたいと思います。 

  私は、この先の葛飾区を皆さんのような方に担っていただくことをとても心強く

感じています。皆さんの代表が案文を作り、全会一致をして、そして採択されまし

た令和４年度葛飾区子ども区議会決議からは、子ども議員の皆さんが葛飾区を誇り

に思い、地域をよりよくしたいという熱意と意気込みをとても強く感じました。そ

の中には、まちづくりのこと、災害対策のこと、文化のことなどありましたが、ど

れも葛飾区にとって、とても大切なことだと思います。皆さんの意見を参考にしな

がら、これからの区政にもしっかりと生かしていきたいと思います。 

  皆さんはいずれ、学校を卒業して、社会に出て、実際に葛飾区のまちづくりを担

っていく立場になります。そのときには、今日の思い出や意気込みを忘れずに、自

分は地域のために何ができるかということをしっかり考えて、そして自分たちが住

むこの葛飾区を実際に住みやすいまちにするために一つ一つできることを実行し

ていってほしいと思います。 

  そのためには、これからもよく学び、よく遊び、そして様々なことにチャレンジ

をして、いろいろな経験を積んでください。私も葛飾区がさらに、魅力あふれるま

ちとして、皆さんに胸を張って引き継げるように、これからも頑張っていきたいと

思います。そのために、これからも区議会や46万人の区民の皆さんと連携、協働し

ながら、夢と誇りあるふるさと葛飾のまちづくりに全力で取り組んでまいります。 

  結びに、今年の子ども区議会の開催に当たりまして、ご努力をいただきました関

係者の皆様方にお礼を申し上げまして、令和４年度葛飾区子ども区議会の閉会の挨

拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 
 
 



－ 41 － 
 

◆子ども区議会議長 

子ども議員の皆さん、長時間のご審議、お疲れさまでした。 
  以上をもちまして、令和４年度子ども区議会を閉会いたします。
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７ アンケート集計結果 

 

実施日：令和４年 12 月 23 日（金）  回収枚数：13 枚 

 

１ 参加したきっかけはなんですか。 

 ａ 先生に勧められた                           0.0％ 

ｂ 自分から希望した              76.9％ 

      何を見て：学校で配られたチラシ、前回参加の経験、広報かつしかなど 

 ｃ その他                   23.1％ 

     その他：家族に勧められたから、兄姉の参加など 

 

２ 参加してみてどうでしたか。 

 ａ よかった                  100％  

ｂ よくなかった                 0.0％  

ｃ どちらともいえない              0.0％ 

 

３ 事前学習会は役にたちましたか。 

ａ 役にたった                 92.3％ 

ｂ 役にたたなかった              0.0％ 

ｃ どちらともいえない              7.7％ 

ｄ 参加していない                0.0％ 

 

４ 区役所の人の回答内容は理解できましたか。 

ａ わかりやすかった              76.9％  

ｂ 少しはわかった               23.1％  

ｃ あまりよくわからなかった          0.0％  

ｄ よくわからなかった              0.0％  

 

５ 区議会の仕組みは理解できましたか。 

 ａ わかった                  69.2％  

ｂ 少しはわかった                30.8％  

ｃ よくわからなかった              0.0％  

ｄ わからない                   0.0％  
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６ 区政（区の活動）に関心がわきましたか。 

 ａ はい                    100％  

ｂ いいえ                   0.0％  

ｃ かわらない                    0.0％  

 

７ 区議会の活動に関心がわきましたか。 

 ａ はい                   92.3％  

ｂ いいえ                   0.0％  

ｃ かわらない                 7.7％  

 

８ 子ども区議会を、今後も続けたほうが良いと思いますか。 

 ａ はい                    100％ 

ｂ いいえ                   0.0％ 

ｃ どちらともいえない             0.0％ 

 

９ 参加した感想や意見などがありましたら記入してください。 

◆委員会質問の際、質問時間をもっと長く取ってほしいと思います。とても

良いイベントだと思います。来年もよろしくお願いします。 

 

◆自分が日頃から不便に思っていることや疑問に思ったことについて質問

することができてよかったです。今日はお忙しい中ありがとうございまし

た。 

 

◆自分たちの意見が言えてよかった。 

 

◆自分の意見を言うとても良い場になった。また参加したい。 

 

◆区がどんなことをやっているのかがよく知れてよかった。委員会で質問を

たくさんできるのが良いなと思いました。区議会でも質問ができる時間を作

ってほしいと思いました。今後も続けていってほしいと思いました。 

 

◆子ども区議会だけでなくもっと他にも区政に対する子どもたちの意見を

言いやすい制度を作ってほしいです。 



－ 44 － 
 

◆母にすすめられて、応募して、当たって…あまり関心がわかずに事前学習

会に行きました。しかし、事前学習会で区政について聞いてみると、たくさ

ん関心がわいてきておもしろいと思いました。これからの生活に今日やった

ことをたくさん生かしていきたいです。 

 

◆思っていたより人が多かった。大きな声で言えた。次も出たいと思った。 

 

◆身近な疑問について区長などが真剣に答えてくださり、とても嬉しかった

です。葛飾区の今後について、議論でき気持ちがよかったです。 

 

◆私は結構不満になっていたことを発言したので、スッキリしましたし、理

解もしました。あらためて葛飾区はとても素晴らしいところだと思いまし

た。 

 

◆今回のようなすごく意欲のある方々が子ども区議会に来てくださり、私自

身熱意も高まった気がしました。私も、葛飾区がよくなるよう力を注ぎたい

です。そしてたくさんの人を幸せにしたいです。ありがとうございました。 

 

◆とても良い経験になりました。 

 

◆みんなのいろいろな意見が聞けてとてもよかった！！ 
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８ 子ども区議会スケジュール 

時期 内容 

５月中旬 

子ども区議会議員募集 

※ちらし、広報かつしか、区公式ホームページ、ツイッター、フェイスブック、

にてお知らせ 

８月１７日 

事前学習会（全員） 

【開催時間】１３時～１６時 

【会 場】葛飾区議会本会議場及び委員会室、葛飾区役所新館会議室 

※質問文の作り方、区議会議員の役割などについて学びました。 

※議長、副議長、委員長、副委員長、決議文作成委員、一般質問者を決定しま

した。 

１０月２７日 

事前打合せ会（対象者のみ） 

【対  象】議長、副議長、委員長、副委員長、決議文作成委員 

【開催時間】１５時３０分～１６時３０分 

【会  場】葛飾区議会本会議場及び委員会室 

※役割や議事進行の確認をしました。 

１２月２３日 

子ども区議会（全員） 

【開催時間】１３時～１６時４５分 

【会  場】葛飾区議会本会議場及び委員会室 

【当日スケジュール】 

 １３時００分 集合 

 １４時    開会 

 １４時２５分 本会議（一般質問） 

 １５時３０分 委員会（委員会質問） 

 １６時２５分 本会議（決議文朗読） 

 １６時４５分 閉会 
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